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Ⅰ 当該年度における計画と成果 
  

１．当該年度の担当研究開発課題の目標と計画 

 
1. 実験情報の収集・データ入力 

全体会議やその他研究会、担当研究者の招聘及び訪問等により、実験の情報を収集する。特に各担

当研究者との連携体制を構築する。 

2. 過去のデータ調査・入力 

論文調査、特に Pd-107、Zr-93、Cs-135、Se-79に関する調査を開始する。 

3. 新形式の開発 

XMLを用いた新形式の基本設計を行う。 

4. 検索・利用システム開発・テスト 

検索・利用システム開発を開始する。書籍情報など、データベース化及び検索キーワードが特に容

易な部分のシステムを優先的に構築する。 

 

 

２．当該年度の担当研究開発課題の進捗状況と成果 

2-1進捗状況 
 

本研究開発を推進する特任助教の公募・選考を実施した。平成 27 年 4月 1日に着任する。また、項

目別の進捗状況は下記の通りである。 

 

1. 実験情報の収集・データ入力 

全体会議やその他研究会などを通してプロジェクト 2の研究者から情報収集を行い、連携体制の構

築に努めた。 

2. 過去のデータ調査・入力 

すでにデータベース化されている核データの調査を実施した。また、平成 27年度に実施する論文調

査内容について議論した。 

3. 新形式の開発 

XMLを用いた新形式の基本設計を行った。また、プロジェクト 3他グループとの連携をスムーズに

行うため、シミュレーションプログラム実行用コンピュータを導入した。 

4. 検索・利用システム開発・テスト 

検索・利用システム開発を開始した。 

 

 

2-2成果 
 
1. 実験情報の収集・データ入力 
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全体会議やその他研究会などを通してプロジェクト 2の研究者から情報収集を行い、連携体制が構

築されつつある。その情報収集を基に、平成 27年度に実施するアンケート調査の内容を整理した。 

2. 過去のデータ調査・入力 

すでにデータベース化されている核データの調査を終えた。今後実施する論文調査の内容が固まっ

た。 

3. 新形式の開発 

XMLを用いた新形式の基本設計が完了した。プロジェクト 3他グループとの連携をスムーズに行う

ためのコンピュータ環境が整った。 

4. 検索・利用システム開発・テスト 

既存のシステムを基に、改良点等について整理した。 

 

 

2-3新たな課題など 
 
ミューオンによる核反応など、新たなアイデアの核変換に関して必要なデータの種類を調査する必

要があることが分かった。今後プロジェクト内でアンケート調査を実施する。 

 

 

３．アウトリーチ活動報告 
 
特になし。 
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